
 

 

園児イモ掘りに大奮闘 

 

 

学校法人御笠学園の園児約７００名は１０月下旬から

１１月上旬のうち３日間、サツマイモの収穫体験をしま

した。 

 収穫したサツマイモは「紅はるか」。食農教育の一環

として、学園で「アグリの先生」を務める筑紫野市牛島

の倉永保さんをはじめ地元の組合員が、圃場を管理し育

ててきたもの。収穫時はＪＡ筑紫針摺支店の店舗運営委

員もサポートしました。 

 園児たちは畑の畝１列に並び、合図と同時に手を真

っ黒にして掘り出しました。顔よりも大きなサツマイモ

に驚き「大きいのがとれたよ！」と満面の笑みを浮かべ

ました。 

 学園の前田妙子理事長は「子ども達にとって広い畑

で農業体験することはとても貴重。今回の体験が良いも

のになってくれたら嬉しいです」と話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

ブロッコリー出荷スタート 

 ＪＡ筑紫ブロッコリー部会は１１月上旬、筑紫野市の

選果場でブロッコリー「ピクセル」の出荷を始めました。 

 ２０２１年は、長雨のため定植が遅れましたが、生

育は良好。１１月下旬から出荷量が増え、翌年６月まで

続きます。 

２１年産は、部会員２０名で約１５ha を作付け。約６

４t を目標に、県内の市場やＪＡ直売所「ゆめ畑」に出

荷する予定です。 

ＪＡ担当職員は「今年産も高品質なブロッコリーを消

費者のもとへ届けたいです」と話していました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

女性部がフードドライブ実施 

 ＪＡ筑紫那珂川支店女性部は１１月８日から１２日

の５日間、フードドライブを行いました。女性部として

初めて行う取り組みで、ＪＡ那珂川支店に専用のボック

スを設け、女性部員や組合員、利用者に協力を求めまし

た。 

対象の食品は、米や保存食品、インスタント食品など。

５日間で８８点約２４kg の食料品が集まりました。 

フードドライブは、家庭の余剰食品を持ち寄り、必要

とする施設や福祉団体に寄付する活動。女性部は今回集

まった食品を、大野城市の認定ＮＰＯ法人チャイルドケ

アセンターを通じて管内の子ども食堂など食材を必要

とする団体に寄付。地域を支える活動につなげていきま

す。女性部員は「今後もこの活動を続けていきたいです」

と話しました。 

 

 

２０２１年産大豆収穫前研修会 

 ＪＡ筑紫は、ＪＡ物流センターで、２０２１年産大豆

収穫前研修会を開きました。大豆の収穫を前に、管理や

刈り取り作業の注意事項について再確認し、高品質な大

豆の収穫を目指します。 

研修会には、大豆生産者や福岡普及指導センター、

ＪＡ全農ふくれん、ＪＡ職員など２３名が参加。２１年

産大豆の情勢などについて説明。参加者は真剣な表情で

聞き入りました。今後の青立ち株の抜き取り作業や適期

水分での刈り取りなどについても再確認しました。生産

者を代表して、農事組合法人三水うまいち代表理事の楢

木明さんは「実需者の信頼を得るため適期に適正な刈り

取りをしましょう」と呼びかけました。 

 

 

ブロッコリー部会栽培講習会 

 ＪＡ筑紫ブロッコリー部会は１１月１６日、ＪＡ物流

センターで栽培講習会を開きました。部会員や福岡普及

指導センター、種苗会社、ＪＡ職員２１名が参加。初夏

に収穫するブロッコリーの適正な播種時期、栽培管理方

法についての講習を行いました。山内久頼部会長は「今

回の講習会で再確認し、高品質なブロッコリーを栽培し

ましょう」と呼びかけました。 

 

 



大豆刈り取り最盛 

 ＪＡ筑紫管内では１１月１６日から２０２１年産大

豆「フクユタカ」の刈り取りが始まりました。播種後の

乾燥による出芽不良や生育抑制、８月の降雨による湿害

の影響を受けたましたが、開花期以降に高温多照が続い

たためおおむね順調。 

約１３ha を作付けしている農事組合法人西小田は、

初日からコンバイン２台で刈り取りを始めました。 

藤井徳浩法人代表理事は「刈り取り時の水分や品質に

も注意しながら、一粒残らず丁寧な刈り取りを行ってい

きたいです」と話しました。 

ＪＡでは反収２００kg を目指して、１２月上旬まで刈

り取りする予定です。 

 

 

 

 

 


